
　平成20年第１回定例会が３月３日に開会さ
れ、同６日に吉野市長が平成20年度の施政方
針を発表しました。

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
20
年
度
予
算

案
を
は
じ
め
多
数
の
重
要
案
件
を
提

案
し
て
、
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に

あ
た
り
、
新
年
度
に
お
け
る
重
点
施

策
を
中
心
に
所
信
を
申
し
上
げ
、
議

員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

行
財
政
改
革

　

ま
ず
最
初
に
、
平
成
20
年
度
の
最

重
要
施
策
で
あ
る「
行
財
政
改
革
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
18
年
度
か
ら
行
財
政
改
革

の
推
進
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
、「
五
條
市
新
行
政
改
革
大
綱
」お

よ
び「
五
條
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を

策
定
し
、
補
助
金
、
委
託
料
、
普
通

建
設
事
業
な
ど
、
す
べ
て
の
事
務
事

業
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
お
き

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
機
構
改
革

を
は
じ
め
と
し
て
、
職
員
定
数
の
大

幅
な
削
減
、
都
市
公
園
を
含
む
３
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
土

地
開
発
公
社
健
全
化
等
、
様
々
な
改

革
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
年
利
５

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
事
業
債
の
借
り

換
え
が
国
で
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

り
３
年
間
の
借
り
換
え
額
は
、
一
般

会
計
で
４
億
３
，
０
０
０
万
円
、
簡

易
水
道
事
業
で
７
，
０
０
０
万
円
、

下
水
道
事
業
で
16
億
円
お
よ
び
上
水

道
事
業
で
７
億
６
，
０
０
０
万
円
、

合
計
28
億
６
，
０
０
０
万
円
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
財
政
効
果
額
は

６
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
平
成
20
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
試
行
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
７
２
５
の
事
務
事
業
評
価

に
加
え
、
施
策
レ
ベ
ル
か
ら
の
評
価

も
取
り
入
れ
、
限
ら
れ
た
財
源
、
人

材
等
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
改
革
を
着
実
な
も
の
に
す

る
と
共
に
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
目
指

し
て
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
断

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
五
條
市
総
合
計
画

　

次
に
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
最
も
基
本
と
な
る「
新
五

條
市
総
合
計
画
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
計
画
策
定
業
務
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
20
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
継
続
し
て
審
議
を
行
い
、
市
民

の
誰だ

れ

も
が「
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」と
、
実
感
で
き
る
五
條
市
の
指

標
と
な
る
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業

　

次
に
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事

業
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年

７
月
か
ら
完
全
移
行
す
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
対
応
並
び
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
地
域
情
報
格
差

是
正
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
事

業
の
進
め
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

国
の
交
付
金
や
県
補
助
金
の
財
政
支

援
を
賜
り
な
が
ら
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー

ブ
ル
株
式
会
社
を
活
用
し
た
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
４
月
か
ら

加
入
率
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
確
保

を
目
指
し
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
行
政
と
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

携
帯
電
話
の
通
信
エ
リ
ア
拡
大

　

次
に
、「
携
帯
電
話
の
通
信
エ
リ
ア

拡
大
」へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
携
帯
電
話
等
の
移
動
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
な
地
域
を
拡

大
し
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上

や
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
高
齢
者
が
多
い
山
間

地
域
な
ど
に
お
け
る
緊
急
事
態
時
等

へ
の
対
応
を
考
え
ま
す
と
、
地
域
間

の
情
報
通
信
格
差
の
是
正
が
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
今
後
も
、
民
間
通
信

事
業
者
に
対
し
て
通
信
エ
リ
ア
拡
大

の
要
望
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

公
共
交
通
対
策

　

次
に
、「
公
共
交
通
対
策
」の
取
り

組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
11
月
の
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

け
る
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
４
月
か

ら
路
線
バ
ス
が
休
止
と
な
る
地
域
に

お
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
並
び
に
へ
き
地
患
者

輸
送
車
を
活
用
し
た
代
替
交
通
を
運

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
塔

地
区
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
き
ま
し

て
も
、
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
有
償

運
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
五
條
市
生

活
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
今
議
会
で
ご
審
議
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
住
民
、

特
に
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
な
ど
交

通
弱
者
に
配
慮
し
た
、
生
活
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

次
に
、「
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘

致
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
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